
 

 

２ 学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指 導・援 助 

 

 

導 

 

入 

◇山本芳翠の経歴を紹介し、資料への興味・関心を高め
る。 

○目標に向かって頑張っているとき、皆さんはどんな気
持ちですか。 

・もうすぐできるかもしれないと思い、わくわくする気
持ち。 

・なかなかできないと嫌になってもうやめようかなと思
うときがある。 

 

・山本芳翠は、旧明智町の出身であること
や「洋画の父」といわれていることや、
時代背景について紹介する。 

・「灯を持つ乙女」の写真を提示する。 
・目標に向かって頑張っているときの前向
きな気持ちを思い起こさせる。 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

開 

 

 

前 

 

 

段 

 

◇資料提示をし、範読をする。 

○暗い思いが暗雲のように胸の内いっぱいに広がってく

るときの為蔵はどんな気持ちだったでしょう。 

・こんなことをしていて、本当に入門が許されるのだろ

うか。 

・いっそのことやめてしまおうか。 

・つらい。でも絵の勉強がしたい。少しでも絵がうまく

なりたい。 

○芳柳に弟子入りを許されたときの為蔵はどんな気持ち

だったでしょう。 

・つらい丁稚奉公に耐えたかいがあった。 

・これでやっと本格的な勉強ができる。 

・これからが本当の出発だ。もっと努力をしていい絵を

たくさん描こう。 

◎自分の目標に向かって努力し続けた為蔵の生き方から

どんなことが学べますか。 

・自分のやりたいことと違うことをさせられたのに、夢

をあきらめないで頑張り通した為蔵はすごい。 

・絵を描くこととは関係のないことでも耐えて続けたか

ら、絵の勉強も続けられて有名な画家になれたと思う。 

・自分だったら途中であきらめたと思うけれど、夢を途

中であきらめなかったから、それだけ西洋の絵に強く

ひかれたと思うし、日本一の絵描きになりたいという

強い願いがもてたと思う。 

・他から強いられた目標ではなく、自ら主

体的に求めた目標であることを確認す

る。 

・西洋の絵画に出会い、その魅力に強く惹

かれたことに触れる。 

・絵を描くことと関係のない丁稚奉公をさ

せられ、途中で投げ出したくなったり、

迷い出したりする人間の弱さに気付くこ

とができるようにする。 

・とにかく絵画の勉強をするんだという一

方的な目標の強さだけでなく、親や家の

ことを思い悩みながらも、あきらめずに

夢を追いかけたことに気付くことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

・為蔵の生き方を肯定し、絵を描くことと

は関係のないことをやらされてもあきら

めなかったという心の支えを確認する。 

 

展 

開 

後 

段 

○これまでに途中でやめてしまいそうになったけれど、
最後までやりとげたことはありますか。 

・夏休みの自主研究で、途中で怠けそうになったけれど、
毎日休まずに続けてできたので、自分に自信ができた。 

・幼い頃からピアノを習ってきて、練習をしたくなかっ
たり、レッスンに行きたくなかったりして、何回もや
めようと思ったことがある。しかし、今思うと難しい
曲が弾けるようになったり、発表会で拍手をもらった
りしたので頑張ってきてよかった。 

・希望、勇気、努力という気付かせたい価
値の視点から今後の自分を考え、実践へ
の意欲を高める。 

・行為のみではなく、そのときの気持ちや、
今思っていることについても語ることが
できるようにする。 

 

終 

末 

◇「私たちの道徳」の「希望と勇気をもってくじけずに」

（Ｐ.１８～１９）に掲載された人物のコメントを読

む。 

＜変容の見届け＞ 

・「思い通りにならないこともあるが、あき

らめずに努力し続けることで目標が達成

できるのだ。やり遂げたいという思いを強

くもって最後まで続けられるようになり

たい」など、目標に向かって粘り強くやり

遂げようとする思いをもっている。 

【深めの発問】 

★為蔵はどうして丁稚奉公を続けながら、

絵の修行も続けることができたのだろ

う。 



 

 

 


